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第 1章　佐渡島と金銀

流
罪
と
な
っ
た
と
き
の
行
程
を
記
し
た
『
金き

ん

島と
う

書し
ょ

』
の
な
か
で
佐
渡
島
を
「
こ
が
ね
の
し
ま
」
と
書
き
記
し
て

お
り
、
金
の
採
取
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
各
地
の
大
名
は
戦
費
調
達
の
た
め
全
国
各
所
で
鉱
山
開
発
を
盛
ん
に
お
こ
な
う
よ
う

に
な
り
、
天
下
統
一
を
は
た
し
た
豊
臣
秀
吉
は
、
大
名
に
金
山
、
銀
山
の
支
配
を
委
ね
、
産
出
さ
れ
た
金
銀
の

一
部
を
上
納
さ
せ
る
政
策
を
と
っ
た
。

　
佐
渡
島
で
は
、
一
五
八
六
年
（
天
正
一
四
）、
越
後
の
大
名
上

杉
景
勝
が
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
佐
渡
の
金
銀
山
支
配
を
命
じ
ら
れ
、

そ
れ
ま
で
多
く
の
在
地
領
主
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
た
佐
渡
に

侵
攻
し
、
佐
渡
の
金
銀
山
を
支
配
下
に
お
い
た
。
こ
う
し
て
佐
渡

島
に
お
い
て
戦
国
大
名
上
杉
氏
に
よ
る
積
極
的
な
鉱
山
経
営
が
は

じ
ま
る
。
豊
臣
秀
吉
の
も
と
に
諸
国
の
大
名
か
ら
上
納
さ
れ
た
金

銀
を
記
録
し
た
一
五
九
八
年
（
慶
長
三
）
の
「
伏
見
蔵
納
目
録
」

に
よ
れ
ば
、
上
杉
氏
支
配
下
の
佐
渡
と
越
後
か
ら
秀
吉
の
も
と
に

納
め
ら
れ
た
金
は
全
国
の
約
六
割
に
相
当
し
た
と
い
う
。

　
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
天
下
を
制
し
た
徳
川
家
康
は

佐
渡
一
国
を
直
轄
地
と
し
、
積
極
的
な
佐
渡
金
銀
山
経
営
に
乗
り

出
す
。
こ
う
し
て
佐
渡
は
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
を
む
か
え
幕
府
の

重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
（
図
1
）。

第
１
章　

佐
渡
島
と
金
銀

１　

金
の
島
、
佐
渡
島

　
佐
渡
島
は
江
戸
時
代
に
金
の
採
掘
を
盛
ん
に
お
こ
な
っ
た
こ
と
で
有
名
だ
。
徳
川
幕
府
に
よ
る
長
期
的
・

戦
略
的
な
鉱
山
経
営
に
よ
り
、
高
い
測
量
・
掘
削
技
術
や
製
錬
（
鉱
石
か
ら
金
銀
を
と
り
出
す
こ
と
）・
精
錬

（
と
り
出
し
た
金
銀
の
純
度
を
高
め
る
こ
と
）
技
術
で
機
械
化
鉱
山
を
上
ま
わ
る
純
度
と
世
界
最
大
級
の
生
産

量
を
達
成
し
、
民
衆
に
育
ま
れ
た
鉱
山
由
来
の
文
化
が
い
ま
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
二
〇
二
四
年
に
は
「
佐

渡
島
の
金
山
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
（
な
お
、「
佐
渡
島
」
の
読
み
は
「
さ
ど
が
し

ま
」「
さ
ど
し
ま
」
な
ど
も
あ
る
が
、
本
書
で
は
「
さ
ど
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
）。

　
佐
渡
島
で
金
が
採
れ
る
こ
と
を
記
し
た
史
料
は
古
く
、
一
二
世
紀
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
今
昔
物
語
集
』

に
、
治
安
年
間
（
一
〇
二
一
～
一
〇
二
四
）
に
能
登
国
の
鉄
掘
り
集
団
の
長
が
来
島
し
、
砂
金
を
持
ち
帰
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
四
三
四
年
（
永
享
六
）、
能
の
役
者
・
作
者
で
あ
る
世
阿
弥
が
佐
渡
島
に

図1 ●佐渡小判
1621年（元和7）から1818年（文政元）まで、途中製造中止
となった期間があるものの、佐渡で製造された小判を佐渡小判
とよんでいる。これらの小判の多くは裏面に丸に佐の字の極印
があることに特徴がある。

表 裏
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さ
て
、
一
般
的
な
印
象
と
し
て
は
、
佐
渡
島
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
盛
ん
に
金
を
産
出
し
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
最
盛
期
は
一
七
世
紀
前
半
の
江
戸
初
期
ま
で
で
、
江
戸
中
期
以
降
は
生
産
量
が
激
減
し

て
し
ま
う
。
ま
た
、
先
ほ
ど
か
ら
「
金
銀
山
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
採
れ
る
の
は
「
金
」
ば
か
り
で
な
く
、

「
銀
」
も
か
な
り
の
産
出
量
を
誇
り
、
貿
易
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。

　
佐
渡
金
銀
山
に
つ
い
て
は
『
金
銀
山
大た

い

概が
い

書し
ょ

』
と
い
っ
た
鉱
山
技
術
書
や
「
佐
渡
金
銀
山
絵
巻
」
と
よ
ば
れ

る
多
く
の
絵
巻
物
が
残
り
、
こ
う
し
た
史
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
も
多
い
が
、
島
内
各
地
の
鉱
山
・
鉱
山
町
や
佐

渡
奉
行
所
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
数
多
い
。
本
書
で
は
、
史
料
も
援
用
し
な
が

ら
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
佐
渡
金
銀
山
の
実
態
を
み
な
さ
ん
と
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。

２　

な
ぜ
佐
渡
島
で
金
銀
が
採
れ
る
の
か

　
佐
渡
島
は
、
新
潟
港
（
新
潟
市
）
の
西
方
約
六
七
キ
ロ
の
日
本
海
上
に
位
置
し
て
い
る
。
島
の
面
積
は
約

八
五
五
・
七
平
方
キ
ロ
、
周
囲
の
海
岸
線
は
二
八
〇
・
九
キ
ロ
あ
り
、
本
州
・
北
海
道
・
九
州
・
四
国
を
除
く
と
、

沖
縄
本
島
に
つ
ぐ
大
き
さ
の
島
で
あ
る
（
図
2
）。

　
北
に
大
佐
渡
山
地
、
南
に
小
佐
渡
丘
陵
が
並
行
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
北
東
か
ら
南
西
方
向
に
の
び
て
い

る
。
大
佐
渡
山
地
は
標
高
一
一
七
二
メ
ー
ト
ル
の
金き

ん

北ぽ
く

山さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
い
山
並
み

が
連
続
し
、
小
佐
渡
丘
陵
は
標
高
六
四
五
メ
ー
ト
ル
の
大お

お

地じ

山や
ま

を
は
じ
め
と
す
る
比
較
的
低
い
山
並
み
が
連
続

す
る
。
そ
し
て
、
両
山
地
の
あ
い
だ
、
島
の
中
央
部
に
は
国こ

く

府ぶ

川が
わ

を
は
じ
め
と
す
る
河
川
が
流
れ
、
沖
積
平
野

図2 ●佐渡島内のおもな鉱山遺跡
小木半島を除き島内に約50カ所を超える鉱山があったと考えられており、
おもな鉱物として金・銀・銅・鉛などを産出していた。
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で
あ
る
国く

に

中な
か

平
野
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
の
佐
渡
島
で
な
ぜ
金
銀
が
た
く
さ
ん
採
れ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
佐
渡
島
の
成
り
立
ち
と
深
く
か

か
わ
っ
て
い
る
（
図
3
）。

　
い
ま
か
ら
三
〇
〇
〇
万
年
前
、
大
陸
の
縁
辺
が
割
れ
は
じ
め
日
本
列
島
の
原
型
が
形
づ
く
ら
れ
る
こ
ろ
、
将

来
佐
渡
島
に
な
る
あ
た
り
は
火
山
活
動
が
活
発
で
、
二
〇
〇
〇
万
年
前
ご
ろ
に
は
火
山
活
動
に
よ
っ
て
金
銀
が

溶
け
込
ん
だ
熱
水
が
地
表
近
く
に
上
昇
し
、「
熱
水
性
鉱
脈
鉱
床
」
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
後
、
大
陸
と
日
本
列
島
の
あ
い
だ
に
は
海
水
が
流
れ
込
み
、
多
く
の
鉱
脈
鉱
床
は
海
面
下
に
沈
み
、
沈

ま
ず
に
地
上
に
残
っ
た
場
所
で
は
鉱
脈
が
雨
水
な
ど
で
浸
食
さ
れ
、
金
が
洗
わ
れ
て
砂
金
と
な
っ
て
海
底
に
運

ば
れ
て
堆
積
し
「
堆
積
砂
金
鉱
床
」
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
お
よ
そ
一
七
〇
〇
万
年
前
以
降
に
な
る
と
日
本
海
は
深
い
海
と
な
り
、
佐
渡
島
と
な
る
大
地
は
す

べ
て
海
の
底
に
な
り
、
砂
岩
、
礫
岩
、
シ
ル
ト
を
主
体
と
す
る
堆
積
岩
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
火

山
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
鉱
脈
鉱
床
を
含
ん
で
い
る
火
山
岩
類
と
日
本
海
の
海
底
で
堆
積
し
た
地
層
が
重

な
っ
た
佐
渡
島
の
基
本
的
な
地
層
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
お
よ
そ
三
〇
〇
万
年
前
ご
ろ
か
ら
地
球
規
模
の
プ
レ
ー
ト
の
運
動
に
よ
り
海
底
が
隆
起
し
は
じ
め
、

佐
渡
島
が
海
底
か
ら
も
ち
あ
が
っ
て
誕
生
す
る
。
こ
の
と
き
に
先
に
記
し
た
砂
金
鉱
床
も
隆
起
し
て
陸
地
の
一

部
と
な
っ
た
。
ま
た
、
山
々
の
上
部
で
は
浸
食
さ
れ
て
鉱
脈
鉱
床
が
地
表
に
露
出
す
る
場
所
が
で
き
、
ま
た
島

の
各
所
に
地
中
深
く
鉱
脈
鉱
床
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
金
銀
の
資
源
が
豊
か
に
存
在
す
る
稀

有
な
島
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

図3 ●佐渡島の成り立ちと鉱床の形成
佐渡島の鉱床は、「堆積砂金鉱床」と「熱水性鉱脈鉱床」という
2種類の鉱床が形成されたことに特徴がある。
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３　

三
つ
の
代
表
的
鉱
山

　
佐
渡
島
内
に
は
、
大
小
五
〇
カ
所
に
お
よ
ぶ
鉱
山
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
金
銀
生
産
の
中

心
と
な
っ
た
代
表
的
鉱
山
が
三
つ
あ
る
。
西に

し

三み

川か
わ

砂
金
山
、
鶴つ

る

子し

銀
山
、
相あ

い

川か
わ

金
銀
山
で
あ
る
（
図
2
参
照
）。

　
西
三
川
砂
金
山
　
真
野
湾
の
海
岸
部
か
ら
南
に
四
キ
ロ
内
陸
に
入
っ
た
小
佐
渡
丘
陵
の
山
麓
部
に
あ
り
、
先

に
み
た
砂
金
鉱
床
を
採
掘
し
た
金
山
で
あ
る
。
礫
岩
・
砂
岩
層
の
堆
積
物
中
に
砂
金
が
含
ま
れ
る
の
は
世
界
的

に
め
ず
ら
し
い
も
の
で
、
日
本
国
内
で
は
西
三
川
だ
け
に
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
開
発
は
も
っ
と
も
古
く
、
独
自
の
砂
金
採
掘
方
法
が
絵
巻
お
よ
び
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
図

4
）。
地
元
の
村
人
が
採
掘
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
鉱
山
集
落
の
よ
う
す
が
現
在

の
集
落
景
観
に
受
け
つ
が
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
鶴
子
銀
山
と
相
川
金
銀
山
は
多
数
の
鉱
脈
が
集
中
し
、
な
か
に
は
長
さ
二
・
一
キ
ロ
、
平
均
幅
六
メ

ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
巨
大
な
鉱
脈
、
青あ

お

盤ば
ん

脈み
ゃ
くも
存
在
す
る
。
非
常
に
硬
い
岩
盤
の
な
か
に
貴
金
属
を
含
ん
だ
鉱
脈

（
石
英
脈
）
が
あ
り
、
鉱
石
の
な
か
に
構
成
鉱
物
の
種
類
や
粒
度
の
ち
が
い
に
よ
る
縞
が
み
ら
れ
、
と
く
に
黒

色
の
縞
の
な
か
に
金
銀
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
佐
渡
で
は
こ
の
黒
色
の
縞
を
「
銀ぎ

ん

黒ぐ
ろ

」
と
呼
称
し
て
い
る
（
図

33
参
照
）。

　
鶴
子
銀
山
　
真
野
湾
の
北
部
、
沢さ

わ

根ね

港
か
ら
北
に
約
二
キ
ロ
行
っ
た
大
佐
渡
山
地
に
あ
る
。
一
五
四
二
年

（
天
文
一
一
）
の
発
見
と
伝
え
ら
れ
る
。
佐
渡
で
は
じ
め
て
本
格
的
な
鉱
山
開
発
が
お
こ
な
わ
れ
た
銀
山
で
あ

る
。
地
上
に
あ
ら
わ
れ
た
鉱
脈
の
「
露ろ

頭と
う

掘ぼ

り
」
や
鉱
脈
を
追
っ
て
採
掘
し
た
「
ひ
追お

い
掘ぼ

り
」、
そ
し
て
坑

図5 ●『佐渡の国金堀ノ巻』に描かれた坑内作業の様子
当初、地表に露出していた鉱脈の採掘だったが、やがて鉱脈を追い
求めて地下深くまで採掘がおこなわれ、江戸時代の相川金銀山では
アリの巣のように坑道が掘られた。

図4 ●『佐州金銀山之図』に描かれた砂金山掘り崩し作業の様子
山や丘陵などの含砂金層を人力で掘り崩す「大流し」とよばれる
砂金採掘技術が導入された。
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道
（
間ま

歩ぶ

）
を
掘
削
し
て
地
中
の
鉱
脈
を
採
掘
し
た
「
坑
道

掘
り
」
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
上
杉
氏
の
陣
屋
お
よ
び

鶴
子
荒
町
の
鉱
山
集
落
、
そ
し
て
港
へ
の
輸
送
路
が
セ
ッ
ト

で
残
さ
れ
、
鉱
山
経
営
の
全
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

鉱
山
で
あ
る
。

　
相
川
金
銀
山
　
鶴
子
銀
山
か
ら
大
佐
渡
山
地
を
は
さ
ん
だ

反
対
側
、
佐
渡
島
西
側
の
相
川
地
区
に
ひ
ら
け
た
鉱
山
で
、

一
五
九
六
年
（
慶
長
元
）、
良
質
な
金
銀
鉱
脈
が
発
見
さ
れ

た
。
徳
川
幕
府
の
管
理
の
下
で
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
こ
っ
た
。

多
く
の
間
歩
（
鉱
区
）
お
よ
び
鉱
山
集
落
、
さ
ら
に
幕
府
に

よ
る
佐
渡
支
配
と
金
銀
山
経
営
の
拠
点
、
佐
渡
奉
行
所
な
ど

の
跡
が
残
っ
て
お
り
、
当
時
の
大
規
模
な
鉱
山
経
営
の
実
態

が
よ
く
わ
か
る
（
図
5
）。

　
佐
渡
の
鉱
山
遺
跡
と
し
て
の
特
徴
は
、
金
銀
の
あ
る
と
こ

ろ
を
追
い
な
が
ら
、
場
所
を
変
え
て
い
っ
た
鉱
山
技
術
と
人

び
と
の
生
活
の
歴
史
の
変
遷
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

以
下
、
発
掘
調
査
で
わ
か
っ
た
こ
の
三
つ
の
鉱
山
の
実
態
を

み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

図6 ●西三川砂金山の砂金
佐渡島内での伝世品。島内では西三川川流域で産出する砂金
が質量ともにもっとも多い。一粒の大きさは2 ～ 3 mm。
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